
品

R
E
四
平
司
月
-
一
品
・
-
司
君
昌
司
田
圃
噛
盟
可
『
唖

n-岡
-
日
曜
骨
ヨ

-~ J司 -ε1" -1ロ来日仔百辛子電車E日

(慧

輔

載

新

年

特

別

捜

非

募

債

主

義

の

考

察

・

・

・

・

-

法

事

博

士

神

戸

正

雄

精

神

科

事

の

新

分

類

論

吟

味

文

率

一

博

士

米

田

庄

太

郎

景
気
に
於
け
る
勢
力
の
作
用
・
・
文
理
工
博
士
高
田
保
馬

穀

物

事

責

論

・

・

経

済

撃

士

人

木

芳

之

助

曾

計

皐

の

本

質

主

主

(

の

問

題

緩

古

学

士

崎

川

虎

三

長

期

景

気

波

動

の

研

究

経

霊

平

士

柴

田

敬

魚

食

論

・

・

・

法

宰

一

博

士

財

部

静

治

経
営
経
済
準
認
認
識
目
的
の
規
範
者
:
・
・
経
部
皐
士
大
塚
一
朗

貨
幣
慣
値
安
定
引
先
ク
レ
ヂ
ッ
ト
ベ
ポ
・
空
間
墜
士
松
岡
孝
児

徳
川
時
代
諸
藩
の
岡
産
舎
所
に
就
い
て
:
鱈
宮
中
士
堀
江
保
蔵

商
人
排
除
の
傾
向
に
就
て
・
・
・
・
・
空
主
主
谷
口
吉
彦

経
漕
皐
の
認
識
主
観
計
責
践
哲
皐
者
:
:
抑
制
溶
接
博
士
石
川
興
二

土
佐
藩
に
於
け
る
育
子
令
に
就
て
・
・
喜
一
撃
博
士
本
庄
柴
治
郎

企

業

の

競

争

・

・

・

抑

制

連

-

博

士

小

島

昌

太

郎

英

米

の

所

得

税

・

・

蓄

率

博

士

汐

兄

三

郎

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



貨
解
債
値
安
定
ょ
，
困
地
た
る
タ
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第

猿

第
三
十
四
巻

一
七
四

一
七
四

貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
に
る
ク

レ
ヂ
ッ
ト
に
就
い
て

松

孝

児

岡

一
、
序

言

最
近
に
至
り
著
し
〈
明
瞭
な
る
楠
に
於
い
て
把
握
3
れ
る
に
支
つ
に
世
界
不
況
、
品
川
ぴ
に
特
に
こ
れ
に
よ
っ
て

意
識
さ
れ
、
強
調
3
れ
つ
つ
あ
る
世
界
躍
樺
の
危
機
は
、
其
の
上
層
形
態
た
る
世
界
金
融
現
象
の
最
尖
端
の
一
つ

ク
レ
ヂ
ッ
ト
問
題
研
}
生
ぜ
し
め
、
謂
は
ゆ
る
世
界
金
融
資
本
主
義
に
於
け
る
景
気
麗
動
上
に
著
し
い

に
於
い
て

特
徴
を
示
し
て
ゐ
る
。

尤
も
こ
の
種
現
象
の
後
現
は
、
巳
に
そ
の
滴
芽
形
態
に
於
い
て
は
、
十
九
世
紀
の
第
二
四
竿
期
に
起
っ
て
居
り
、

爾
来
現
世
紀
の
始
め
に
一
旦
っ
て
屡
I
繰
返
さ
れ
亡
と
こ
ろ
で
め
る
。
し
か
し
こ
の
現
象
が
盛
ん
に
反
復
さ
れ
、
従

っ
て
注
意
を
惹
〈
に
至
っ
た
の
は
世
界
大
戦
中
、
及
び
世
界
大
戦
後
に
於
い
で
で
J

の
る
。
就
中
世
界
大
戦
後
各
闘

が
金
本
位
制
度
復
踊
を
申
合
せ
た
る
一
九
二
二
年
の
ジ
ェ
ノ
ア
合
議
後
約
十
年
問
、
世
界
各
国
が
そ
の
希
望
決
議

に
基
づ
き
徐
々
に
金
本
位
制
度
を
採
用
す
る
に
至
つ
忙
期
間
に
於
い
て
で
あ
る
。
こ
の
間
に
於
い
て
世
界
各
国
は
、

或
は
フ
ラ
ン
ス
業
の
他
の
-
プ
ア
ン
貨
幣
同
盟
国
及
び
新
濁
立
国
の
如
く
新
に
、
又
は
警
本
位
幽
の
総
て
の
掬
〈
再

び
、
金
本
住
制
度
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
は
下
落
せ
る
貨
幣
債
値
の
奮
債
値
へ
の
一
引
土
、
ま
に
は
新
債
値
へ

1) 拙稿:フヲン ""ID新貨管制度に就いて(鰹概論議第28巻第4盟主pp・74-76);後遁
第一表参照



の
胡
下
念
行
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
究
第
に
戟
後
に
於
げ
る
金
本
位
制
度
に
つ
き
一
躍
安
定
佐
一
不
す
に
至
つ
七
一
炉
、

蕊
に
課
題
た
る
グ
レ
ヂ
ヴ
ト
は
、
買
に
此
の
間
に
あ
っ
て
、
貨
幣
債
値
の
安
定
上
最
も
デ
ソ
ケ

I
F
に
し
て
し
か

も
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
作
用
を
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
、
此
の
種
ク
レ
ヂ
〕
ッ
ト
は
、

前
の
金
本
位
制
度
が
世
界
大
戦
に
於
げ
る
イ
シ
プ
レ

l
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
一
度
壊
滅
に
騎
せ
し
め
ら
れ
に
る
も
の

を
ぱ
、
再
び
新
な
る
意
味
に
於
け
る
戦
後
の
新
金
本
位
制
度
に
於
い
て
牧
容
す
る
た
め
に
、
最
も
有
効
に
し
て
機

宜
を
得
た
貨
幣
安
定
の
増
援
部
隊
と
し
て
の
任
務
を
果
し
た
も
の
で
J

の
る
。
か
く
の
如
き
貼
よ
り
し
て
、
グ
レ
ヂ

ヅ
ト
に
封
し
攻
-
究
含
試
み
る
こ
と
は
、

今
日
に
於
い
て
極
め
て
意
義
あ
る
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。

尤
古
グ
レ
ダ
ツ

ト
に
闘
し
て
は
、
軍
に
か
う
し
た
方
面
か
ら
の
み
で
な
〈
、
世
界
投
資
又
は
艶
外
投
資
の
方
面
か
ら
も
ま
に
頗
る

興
味
の
深
い
観
察
を
加
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
こ
の
方
面
よ
り
の
考
察
は
、
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
り
、
こ
う
で

は
専
ら
.
世
界
経
梼
を
構
成
す
る
各
国
民
経
擁
の
貨
幣
償
値
安
定
上
よ
ち
見
た
る
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
地
位
、

義
及
び
性
質
を
逐
究
検
討
し
、
こ
れ
を
ば
明
確
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
こ
の
方
面
の
事
情
は
、
所
謂
賓
際
専
門
家
の
取
扱
ふ
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

業
の
意

一
般
的
組
織
的
吟
味
の
調
象
と

し
て
は
殆
ん
ど
取
扱
は
れ
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
然
し
戦
後
、
世
界
の
各
国
民
経
携
が
、
其
の
貨
帯
債
値
安
定

に
闘
し
て
睦
醸
せ
る
事
情
は
、
漸
く
其
の
経
験
を
重
ね
来
る
と
共
に
、
そ
の
内
容
も
亦
'
次
第
に
明
確
と
な
り
、
ム
ー

や
こ
れ
に
よ
っ
て
呆
5
れ
る
役
割
が
一
定
の
枇
曾
現
象
と
し
て
、
特
に
艶
外
貨
幣
債
値
の
擾
勤
が
一
般
物
慎
水
準

又
は
景
気
を
通
じ
て
国
民
生
活
に
強
〈
影
響
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
限
b
、
こ
れ
を
調
節
す
る
有
力
な
る
手
段
左
し

貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
タ
レ
ヂ
ヴ
ト
に
就
い
で

第
三
十
四
巻

第

ま虎

一
七
五

一
七
五

戦

ラテン貨幣同盟国は明女上は複木位闘であヲたが?貰質的には其D敏行本位制
度に移づた後は金本位制度となヲてゐた オヲ :1t"も同様である・
3) 拙稿:金鍔替準備に就いτ{経済論議茸~3:Z理署第3披. pp. 74-75)参照

2) 



貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
タ
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

一
七
六

第

競

一
七
六

て、

一
般
的
考
察
の
可
能
を
信
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
唯
こ
こ
で
は
、
ぞ
が
世
界
に
於
い
て
量
的
に
又
質
的
に

、，J下以2 
D
A
 

設
定
に
よ
っ
て
、
其
の
目
的
を
蓮
し
に
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
よ
り
し
て
も
・
此
の
貨
幣
師
団
値
支
出
足
に
開
叫
体2
 

P&U 

「
最
も
重
要
な
成
績
を
示
し
た
と
い
ふ
酷
か
ら
、
そ
の
封
象
を
ば
専
ら
ヨ

1
ロッ
.
P

諸
闘
の
設
定
せ
る
グ

ν
ヂ
ッ
ト

に
限
る
。
併
し
わ
が
闘
も
亦
昭
和
五
年
一
月
十
一
日
の
金
轍
出
解
禁
に
於
い
て
は
、

等
し
〈
こ
の
グ
V

ヂ
ッ
ト
の

す
る
ク
V

ヂ
い
ト
が
、
車
に
ヨ

l
官
ツ
バ
経
済
に
於
げ
る
の
み
で
な
〈
、

世
界
経
梼
に
於
い
て
も
開
心
の
封
象
た

る
べ
き
ち
の
で
ゐ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
況
ん
や
主
(
の
貸
付
闘
を
も
考
慮
す
る
と
き
は
、
問
題
の
把
催
は
盆
l

世
界
的
に
構
大
き
れ
る
に
於
い
て
向
更
で
あ
る
。

二
、
貨
融
市
安
定
手
段
と
し
て
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
地
位

世
界
大
戦
後
、
ョ

1
甘ッ
.ρ

に
於
け
る
金
本
位
制
度
停
止
国
貨
幣
の
殆
ん
ど
す
べ
て
に
起
つ
に
債
値
の
下
落
は
、

資
本
主
義
成
立
後
に
於
け
る
景
気
盤
動
研
究
上
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
で
あ
ム
。
蓋
し
か
の
ナ
ボ
V

オ
ン

戦
争
及
び
普
悌
戦
争
の
後
と
雄
も
、
信
用
あ
る
固
に
於
い
て
は
、
今
回
の
如
き
著
し
い
鍵
動
現
象
は
あ
ら
は
れ
る

に
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
此
の
聞
に
於
い
て
、
か
く
の
如
き
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
封
す
る
各
国
の
政
策
、

印
ち
封
外
濡
替
を
安
定
せ
し
め
封
内
物
債
を
調
節
せ
し
め
る
た
め
、
各
国
が
と
っ
た
決
心
に
基
づ
〈
慮
置
は
、
必

子
し
も
同
一
で
は
な
か
っ
ぉ
。
今
葉
等
の
決
心
を
賓
現
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
政
策
を
骨
岳
ぃ
麦
の
如
〈
五
つ

の
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
第
一
は
法
律
の
制
定
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
、
第
二
は
調
節
ク
レ

高田博士:祇幣の減慣にヲいて(経済事研先 pp. 
参照
5) H.ist: Deflation en pratique~ Paris， (924; lIantmi， E.: La monnaie， ses syste 
me8 et 5es ph白 ornとnesen Europe centrale， Pat"ls， 1927 Martin. P.-G.: La 
stabilisation et ll;;! retour a la monnaie or， l>arui， 1925; Mitzakis， M.: Du r凸leet 
de la nature des credits ex.terieUTs dans les訓al.Jihsations皿 onetaircs (Revue 

4) 



ヂ
ッ
ト
の
設
定
に
よ
ら
ん
と
す
る
志
の
、
第
三
は
専
門
家
委
員
舎
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
、

よ
ら
ん
と
す
る
も
の
、
第
五
は
一
又
は
こ
の
外
岡
政
府
及
び
業
の
費
穿
銀
行
の
援
助
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
を
め

第
四
は
園
際
聯
盟
に

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
、
法
律
の
制
定
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
|
|
こ
の
方
法
は
国
家
に
よ
ワ
て
、
あ
ら
ゆ
る
鴻
替
取
引
の
濁
占

に
闘
す
る
法
律
を
制
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鴻
替
市
場
を
統
制
し
、
資
本
の
無
政
府
的
輪
出
を
禁
宇
る
も
の
で
あ

る
。
園
家
は
貨
幣
債
値
の
安
定
に
劃
す
る
保
護
政
策
的
見
地
か
ら
、
か
く
の
如
き
手
段
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

併
し
大
暗
に
於
い
て
、

，、
J
:
ノ

戸

〉

、

，〆
E
1
J
L
1
l
k

寸
i
d
R

か
く
の
如
き
方
法
は
、
何
れ
色
失
敗
に
終
っ
て
ゐ
る
。
蓋
し
徒
ら
に
法
律
の
規
定
を
設
け

E
3
E手
Z
Z
)
'
z
r
f
F
-目
b
k
E〕

1
1
3
a
r
t
L
4
i
c
r

主
7-U
制
法
湖
主
主
宅

J
U
仕
事
，
昨
市
J

ト
預
多
U

1
殺
か
ず
じ

t
2
7
a
院
F
J

e
'
;
p
l
)
t
:
1
1
 

3
2
1
r
t
y
y
b

ヲ
J

H

ト
h

7

J
♂

y
り
L
E
j
N

，H
叶

t

z

一一

zkliノ，
A
t
r
Iノ

が
適
切
を
得
ぎ
る
限
り
、
そ
は
信
用
を
慌
復
せ
し
め
争
、
克
に
外
資
を
鼎
来
せ
し
め
る
に
至
ら
や
、
結
局
主
の
矯

替
中
央
機
閥
は
、
貨
幣
債
値
営
維
持
し
又
は
慌
復
せ
し
め
る
よ
り
も
、
か
し
ろ
葉
の
下
落
を
し
て
愈
1
早
か
ら
し

め
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
オ

1
ス
ト

9
1
は、

よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
ク
V

ヂ
ッ
ト
に
よ
っ
て
滞
替
の
安
定
を
得
た
の
で
は
あ
る
が
、

一
九
二
二
年
、

一
時
此
の
中
央
機
関
に

そ
の
信
用
の
貧
弱
は
心
理
的

に
之
を
維
持
せ
し
め
る
こ
と
を
得
中
、
衣
い
で
起
っ
た
通
貨
の
膨
脹
は
速
に
「
ク
ラ
ク

γ

へ
の
恐
怖
」
な
る
言
葉
を

A
y
d
N
y
l
-
-
b
亦
ほ
ぽ
こ
れ
左
同
一
の
遁
程
を
示
し
だ
如
き
印
ち
こ
れ
で
あ
る
。

生
ぜ
し
め
る
に
至
り
、

第
二
、
調
節
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
設
定
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
|
|
外
債
ま
た
は
外
国
ク
V

ヂ
ッ
ト
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
濡
替
準
備
に
よ
っ
て
、
貨
幣
債
値
に
劃
す
る
調
節
金
ぱ
或
は
一
時
的
に
、
或
は
蓮
績
的
に
行
は
ん
と
す
る

貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ヴ
ト
に
就
い
亡

第
三
十
四
巻

』ヒ
七

第
一
披

七
七

d
l
h
k
』
智
i
H
心
配
『
1
1
1
』
恥
問
日
l
d
l
i
s
-
-
;

de droit intemational， 1931. 士官0・， L PP， 271-288; Bernard d e Longevialle: 
Vers la monnaie saine， Paris I924-; Browll: England and the New Gold 
Standard， 1929; Schacht; Die Stabili日 erungder lVlark， 1928;横演正金銀行:
欧洲諸国戦後白遜貨安定.
Rist: op. Clt. pp. 113-131. 
オーストリャ及びノ、 yガリー自営時四状態にういては夫々様演正金銀行:欧洲

ー

!

ー



貨
幣
償
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

一
七
八

第

披

一
七
入

も
の
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
ま
で
の
貨
幣
償
値
の
下
落
は
、
議
算
の
不
均
衡
に
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
仁
村
L

そ
の
間
に
あ
っ
て
、
外
国
貸
付
の
捨
保
と
な
る
が
如
き
多
額
の
準
備
を
有
す
る
園
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
ク
V

ヂ
ヴ

ト
ル
ι
獲
得
し
以
っ
て
調
節
を
試
み
た
。

此
種
の
調
節
は
心
理
的
に
は
有
利
に
影
響
し
に
炉
、

併
し
ぞ
は
金
躍
的

な
計
割
に
基
づ
い
た
重
要
性
を
有
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
、
効
果
は
全
〈
一
時
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

一
九
二
四
年
乃
至
一
九
二
五
年
の
イ
ギ
η
ノ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ペ

Y
ギ
!
の
一
不
し
に
例
は
著
名
で

の
貼
に
闘
し
て
、

あ
る
。
文
ス
ペ
イ
ン
が
今
日
な
は
そ
の
一
安
定
政
策
念
行
ひ
件
な
い
の
は
此
の
政
策
の
賀
行
説
常
な
ら
r
d

る
も
の
あ

る
が
散
で
あ
る
L
L
部
は
れ
る
。

第
三
一
、
専
門
家
委
員
舎
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
ー
!
こ
は
専
門
家
委
員
舎
に
よ
り
貨
幣
安
定
に
閲
す
る
国
家
的

計
劃
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
ち
法
律
を
以
っ
て
す
る
財
政
上
及
び
貨
幣
上
の
整
理
並
び
に

一
般
的
改
革
案
へ
の
貰
施
を
期
待
せ
ん
と
す
る
色
の
で
あ
る
。

ぺ

Y
ギ
11の
例
は
こ
の
貼
に
於
い
て
有
名
で
あ
る
。

多
額
の
外
国
ク
V

ヂ
ッ
ト
獲
得
を
基
礎
と
す
る

九
二
四
年
の
イ
ギ

P
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

第
四
、
圃
際
聯
盟
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
の
|
|
財
政
計
劃
及
び
貨
幣
整
理
案
の
作
成
と
共
に
、
国
際
聯
盟
の
援
助

に
よ
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
獲
得
と
営
該
国
政
府
及
び
脅
券
銀
行
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
委
員
と
か
ら
成
る
会
躍
的
計
割

に
よ
る
整
理
を
求
め
ん
左
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
九
二
四
年
の
ド
ウ
ノ
ズ
案
成
立
後
の
ド
イ
ヅ
仁
於
け
る
、

又
オ

1
ス
ト
リ

1
及
び
A

ン
ガ

p
h
に
於
け
る
例
の
如
き
は
そ
の
著
る
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
プ

y
d
J
9
1ぃ、

ギ
P
シ
ャ
、
及
び
グ
ン
チ
ッ
ヒ
も
亦
同
様
で
あ
る
。
一
九
三

C
年
に
於
げ
る
闘
際
決
梼
銀
行
の
成
立
後
は
、
圃
際
聯

諸国戦後の通貨安定 pp. 394-399;及び pp・424-43I.参照.
Brυwn Enιland and New Gold Standard， ;[929， pp. 170-172 
X: La loi -du A6ut 1926 (Re叩 cd'econom】町 politique，'926， pp. 8.-9.) ー

Chlepner， U. S.; La deI)[eciation et 1<<. 5tabil_is ，a~!on du fra~ ，:_~el~c (Revu~ d'e 
conomle pυlitique， 1927. .pp. 15.-16); Frank， L.: La stabilisation monetaire 
en Belgique Pa口s，1927， pp. 24-59・
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宜
を
通
十
る
安
定
ク

ν
ヂ
ッ
ト
の
利
用
が
漸
〈
注
目
き
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

第
五
、

一
又
は
二
の
外
国
政
府
ま
七
は
某
の
愛
券
銀
行
に
依
ら
ん
と
す
る
も
の
|
|
こ
は
有
力
な
る
外
園
政
府

又
は
其
の
後
券
銀
行
の
技
術
的
統
制
と
営
該
政
府
の
政
治
的
援
助
の
下
に
一
般
的
な
改
造
計
劃
を
行
は
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
は
ヨ

1
ロ
ッ
バ
に
於
け
る
こ
涜
園
以
下
に
於
い
て
用
ひ
ら
れ
、

一
又
は
こ
の
金
融
列
強
に
封
し

て
貨
帯
安
定
及
び
貨
幣
取
引
を
委
任
す
る
色
の
で
あ
る
Q

米
悌
提
携
の
下
に
紐
育
準
備
銀
行
と
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と

が
相
聯
合
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

U

Y

1

7

ニ
ヤ
ぞ
救
梼
し
た
例
は
こ
れ
に
属
す
る
。

す
る
色
の
に
ユ

1
ゴ

1
・
ス
ラ
グ
ィ
ャ
等
が
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
運
命
に
入
ら
ん
と

此
等
の
政
策
九
T
一
概
離
す
る
と
き
、
我
々
は
如
何
な
る
場
合
に
於
い
て
も
‘
外
側
グ
V

ヂ
ソ
ト
の
運
用
炉
知
刊
に
貨

幣
慣
値
安
定
政
策
上
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
か
、
ま
た
如
何
に
賓
睦
上
に
於
い
て
も
こ
の
方
法
が
強
〈

事
買
に
ア
ッ
ピ

1
Y
し
て
ゐ
る
か
を
容
易
に
理
解
す
る
事
が
で
き
る
と
信
や
る
も
の
で
め
る
。

肯
ま
た
此
等
政
策

の
相
蓮
に
臆
じ
て
之
と
結
合
す
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
効
果
に
色
著
し
き
相
違
ゐ
る
こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

三
、
課
題
と
し
て
の
ク
レ
ヂ
ヴ
ト
の
意
義

こ
こ
に
取
扱
は
ん
と
す
る
グ
V

ヂ
ッ
ト
と
は
、

一
闘
が
そ
の
貨
幣
保
護
又
は
そ
の
安
定
の
目
的
伝
以
っ
て
、
外
国

臓
器
券
銀
行
又
は
外
国
銀
行
業
者
よ
り
獲
得
す
る
魚
替
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
意
味
で
あ
る
。
本
来
一
般
的
に
謂
へ
ば
、
ク
V

ヂ
ッ
ト
な
る
概
念
に
は
、
此
の
如
き
意
味
の
邦
に
、
虞
〈
外
国
借
入
金
な
る
内
容
を
も
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら

貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
タ
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

一
七
九

第

披

一
七
九

第
三
十
四
巻

Report of Committee on the Curr/~ncy and Eank. Note Issues， 1925 
Rapport_ ~u comite des experts (BulletiD ~_e st~tib~ique_ et de 1匂islat回 ncom-
p"同e，No. 6. '926. pp. 1065-1 "7)向 S，nwaire_Jourdain F.: Le rapport 
du comite des experts et la revalorisation du franc (Revue d'ecoDomie 
politique '926， pp: 1281-1299) 
Chlepner :op. d t.， pp. 1ι'7. 
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x
n
地
L
J
f
h
b

貨
幣
償
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ヴ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

第
一
就

一
八

O

一
八
O

れ
る
が
、
こ
う
で
は
先
づ
外
国
借
入
金
中
長
期
的
外
国
借
入
金
又
は
中
期
的
外
国
借
入
金
は
壷
〈
之

T
除
き
、
専

ら
潟
替
安
定
の
に
め
の
短
期
的
外
国
借
入
金
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
爾
者
は
資
金
の
性
質
上
一
宮
に
其
の

期
聞
に
相
違
あ
る
の
み
で
な
〈
、
更
に
其
の
設
定
及
び
使
用
等
に
閲
し
て
も
亦
相
違
が
あ
る
。
其
の
具
瞳
的
説
明

に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

併
し
、
誌
に
一
謂
は
ゆ
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
な
る
も
の
と
、

同
一
物
で
は
な
い
。
蓋
し
短
期
的
外
同
位
入
金
の
中
に
は
そ
の
目
的
よ
り
見
て
特
に
限
定
さ
れ
忙
目
的
を
有
す
る

一
般
に
短
期
的
外
国
借
入
金
と
謂
は
れ
る
も
の
と
は
ま
に

も
の
と
、
共
の
特
に
明
瞭
な
ら
5
る
も
の
と
を
匝
別
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
立
入
っ
て
考
察
を
加
へ
る
正
、

其
の
設
定
の
時
よ
り
特
に
明
瞭
な
る
一
定
の
目
的
と
役
割
と
が
決
定
さ
れ
て

貨
幣
安
定
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
却
さ
は
、

ゐ
る
に
反
し
て
、

軍
に
政
府
に
劃
す
る
グ
レ
ヂ
ッ
ト
又
は
一
般
商
業
用
ク
V

ヂ
ヴ
ト
の
如
き
は
、

其
の
目
的
と
投

此
等
後
の
二
種
の
ク
V

ヂ
ッ
ト
ド
、
専
ら
戦

割
と
は
属
工
盤
克
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
世
界
大
戦
聞
に
於
い
て
、

費
支
排
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
た
こ
と
は
極
め
て
有
名
な
事
買
で
ゐ

V
、
此
の
意
味
に
於
い
て
此
の
種
ク
V

ヂ
ヴ
ト

と
安
定
ク
V

ヂ
ッ
ト
と
は
之
を
区
別
す
る
の
妥
営
で
あ
る
こ
と
を
信
や
る
も
の
で
あ
る
。

情
ほ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
種
貨
幣
債
値
安
定
ク
V

ヂ
ッ
ト
も
、

之
を
己
に
の
べ
に
一
九
一
四
年
前
の
短

期
的
外
幽
借
入
金
と
膜
べ
る
と
き
は
、
等
し
く
貨
幣
債
値
を
安
定
せ
し
め
る
目
的
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

同
一
物
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
担
が
こ
こ
に
特
に
此
の
種
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
意
義
を
問
題
と
す
る

所
以
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
戦
前
の
貨
幣
債
値
安
定
短
期
的
外
国
借
入
金
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
め
る
い
r
?
こ
の

Schacht: Die Stabilisierung der Mark， 192日 S. 166目-184・ Hantos:La 
monnaie， ses syst邑meset ses phenuIII色nest:n Ellrope centrale.， 1927， PP・152-
159 
fiantos: op. cit. pp. 163-.168. 16) Hanto，ヨ。p.cit. pp. 169-179・
Loriot・L主 stabIllsationlllonetaire en Bulgaric (Revue d'E. P. 11)2-9・ pp.

1348-135凸); 
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五

種
現
象
は
、
英
蘭
銀
行
が
フ
-
プ
シ
ス
銀
行
に
費
し
て
一
八
三
九
年
二
八
九
O
一
年
二
九
O
八
年
の
三
回
に
一
旦
り
、

金
額
に
於
い
て
は
夫
E
四
千
八
百
高
法
、
七
千
五
百
高
法
、
八
千
高
法
を
、
期
間
に
於
い
て
は
夫
E
六
ヶ
月
、
一
二

ヶ
月
、
及
び
五
ヶ
月
を
傑
件
と
し
て
借
入
れ
七
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
限
り
に
於
い
て
は
、
こ
こ
に
謂
は
ゆ
る
支

定
グ
V

ヂ
ッ
ト
と
異
な
ら
な
い
。

七
だ
そ
の
役
割
は
金
準
備
の
直
接
増
加
で
あ
り
、
そ
の
取
扱
形
式
色
、
此
等
は
皆

銀
行
の
所
謂
定
型
的
な
る
貸
付
郎
ち
手
形
の
再
割
引
又
は
金
輪
誌
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九

O
七

年
の
恐
慌
じ
際
し
て
の
塊
旬
銀
行
と
タ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
と
の
金
貸
付
閥
係
も
亦
こ
の
撞
類
の
も
の
で
あ
る
。

熱
る
ド
一
九
ニ

O
年
殺
に
於
り
る
貨
幣
安
定
ク
V

ヂ
ヴ
ト

ι
一
習
に
そ
の
投
割
に
於
い
て
一
個
の
渦
立
の
存
在
伊
一

示
し
て
ゐ
る
4

ば
か
り
で
な
く
‘

そ
の
取
扱
形
式
に
於
い
て
も
か
く
の
如
き
貸
付
闘
係
と
異
な
る
存
在
を
示
し
て
ゐ

る
。
蓋
し
最
近
に
於
け
る
グ
レ
ヂ
ヴ
ト
は
、
自
闘
の
金
準
備
よ
り
も
む
し
ろ
、
特
別
に
そ
の
後
券
銀
行
の
潟
替
所
有

高
を
慌
復
す
る
こ
と
を
以
っ
て
其
の
投
割
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
そ
の
取
扱
形
式
と
し
て
は
貨
幣
安
定
に
調

し
鴻
替
手
段
の
臨
時
的
使
用
へ
の
保
謹
を
示
す
も
の
で
あ
ム
。
換
言
す
れ
ば
外
国
貨
幣
を
以
っ
て
支
梯
は
れ
る
特

前
者
が
偽

l
英
間
又
は
填
旬

l
濁
問

殊
な
る
グ
V

ヂ
ッ
ト
に
劃
す
る
臨
時
的
使
用
を
保
諾
す
る
も
の
で
め
っ
て
、

に
於
い
て
示
せ
る
が
如
き
直
接
使
用
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
従
っ
て
其
の
議
行
、
償
還
、
及
び
期
限
前
償
還

は
、
何
れ
も
簡
車
、
迅
速
に
行
は
れ
、
極
め
て
洗
動
的
で
あ
る
こ
と
を
其
の
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
グ

V

ヂ
ッ
ト
又
は
封
外
ク
V

ヂ
ッ
ト
と
い
ふ
の
も
亦
皆
こ
の
意
味
に
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
。

か
く
の
如
き
貨
幣
債
値
安
定
準
備
と
し
て
の
、
又
は
外
国
魚
替
支
梯
保
読
の
準
備
と
し
て
の
ク
V

ヂ
ッ
ト
は
、
等

貨
幣
慣
値
安
定
よ
り
見
た
る

F
レ
ヂ
ヴ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

第
一
就

j¥. 

l¥. 

噌

4
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轟
聾
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智
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事
意
も
弘
治
山
川
山
川
悦
際
監

k
lお
佐
官
級
紙
瀧
雌
岬
附

貨
幣
償
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
で

第
三
十
四
巻

A 

第
一
披

i¥、

し
く
短
期
的
貸
付
で
あ
る
と
謂
つ
で
も
、

そ
の
役
割
に
於
い
て

一
九
一
四
年
前
の
貫
例
と
相
蓮
せ
る
も
の
で
ゐ

る
。
そ
の
か
く
の
如
き
涜
動
性
的
弾
力
性
的
特
性
は
、
同
時
に
一
九
二

O
年
後
に
於
げ
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
を
し
て
、

等
し
く
貨
幣
の
危
機
に
封
し
て
用
び
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
左
謂
つ
で
も
、
印
も
業
の
保
読
が
、
貨
幣
憤
値
の
盤
動
に

際
し
て
、
金
準
備
を
有
せ
中
、
ま
た
は
そ
の
準
備
の
少
い
闘
に
劃
し
て
輿
へ
ら
れ
る
と
は
謂
つ
で
も
、
ぞ
の
取
扱

形
式
に
於
い
て
は
一
九
一
四
年
前
の
も

ω
の
後
展
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ

主
主
際
貢
直
〉
ト

E己
〉
、

i
f」
骨
『

4
t，官
6
4
Z
λ
ム

P

社
界
経
掛
的
見
地
か
ら
見
て
、

従
来
一
国
民
粧
掛
に
於
り
る
貨
栴
上
の
困
難
に
劃
し
隣

盛
岡
聞
に
行
ば
れ
た
堕
な
る
貸
付
現
象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
か
ら
、

更
に
進
ん
で
各
幽
民
粧
済
関
係
が
有
機
的

全
瞳
的
に
理
解
3
れ
、
遂
に
は
貸
付
闘
の
金
融
資
本
的
活
動
に
劃
し
て
借
入
国
の
封
内
的
整
理
を
前
提
と
す
る
に

ま
で
至
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

勿
論
震
替
の
去
定
に
営
つ
て
は
、
金
の
現
誌
に
よ
る
こ
と
が
、
震
替
理
論
の
正
統
皐
源
的
見
解
で
あ
る
。
然
る

に
貫
際
一
九
二

O
年
後
に
於
け
る
各
国
の
貨
幣
安
定
に
際
し
て
は
、
か
〈
の
如
き
金
の
動
員
は
事
買
上
行
は
れ
な

か
っ
た
。
蓋
し
世
界
大
戦
後
に
於
い
て
は
、
事
貫
満
替
の
不
安
定
な
る
闘
は
、
既
に
己
に
そ
の
金
在
高
が
少
〈
、

そ
の
金
の
一
部
動
員
は
そ
の
全
瞳
へ
の
信
用
を
動
揺
せ
し
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
仁
か
ら
で
あ
る
。
特
に
-
ア
ア
ン
諸

固
に
於
い
て
は
、
そ
の
惇
統
的
立
場
よ
り
し
て
重
金
的
思
想
を
棄
て
る
こ
と
が
で
き
守
、
従
っ
て
後
券
銀
行
は
、

そ
の
鴻
替
に
し
て
危
殆
を
一
不
す
と
き
は
、

震
替
所
有
高
の
回
復
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。
常
に
ク
レ
デ
ヴ
ト
の
設
定
に
依
ら
ん
と
し
、
こ
れ
に
依
っ
て
後
券
銀
行

23) Mitzakis: Du role et de la nature des creali!5 ex:terieurs dans Ies stabilisa-
tions monetairεs (Revue de droit凶 ernational[931. No. I. pp. 261-262) 
Mitzakis: Op. cit. pp目 256-265・
Mi!zakis: op. cit. (1931. No. 2・p.496) 
Mi!zakis: op. cit (1931. No. 2・P494， P・495)
」止の勤に就いては前雄，二.貨幣安定手段としてむクレヂツトの地位にヲきの

;;j 
26) 
27) 



要
す
る
に
か
く
の
如
き
グ
レ
デ
ヅ
ト
じ
よ
っ
て
鶏
替
安
定
貴
金
を
得
、

以
っ
て
世
界
大
戦
後
新
な
る
意
味
の
金

本
位
制
度
に
復
蹄
ぜ
る
こ
と
は
、
欧
洲
各
国
殆
ん
ど
然
ら
ぎ
る
な
く
、
此
の
意
味
か
通
わ
し
て
ク
V

ヂ
ソ
ト
は
、
世
界

大
戦
前
の
ヨ

1
官
ツ
バ
が
、
九
種
の
貨
幣
車
位
と
二
十
の
貨
幣
制
度
と
よ

h
成
立
せ
る
志
の
に
封
し
て
、

殆
ん
ど

新
に
滴
立
せ
る
二
十
九
の
新
貨
幣
翠
位
と
新
貨
幣
制
度
と
を
成
立
せ
し
め
一
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
駄
に

於
い
て
貨
幣
制
度
費
展
上
極
め
て
重
大
な
る
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
と
謂
ひ
得
る
。
し
か
の
み
な
ら
や
、
今

日
に
於
い
て
も
こ
の
二
十
九
の
貨
幣
制
度
中
に
は
な
ほ
最
近
ま
で
そ
の
安
定
を
見
な
い
ス
ベ
イ

γ
、ポ
Y

ト
ガ
Y
、

ト
M
Y

コ
及
び
ユ
ー
ゴ

l
'
ス
フ
グ
ィ
ヤ
の
四
ヶ
闘
を
教
へ
る
に
於
い
て
、
り

性
を
加
へ
つ
〉
あ
る
も
の
で
あ
る
と
信
や
る
も
の
で
あ
る
(
第
一
表
)
。

ク
レ
ヂ
ヴ
ト
問
題
は
克
に
桂
一
ー
そ
の
重
犬

最
後
に
又
極
め
て
最
逗
(
一
九
三
一
年
九
月
二
十
一
日
」
イ
ギ

y
ス
が
そ
の
金
本
位
制
度
を
停
止
す
る
に
嘗
っ
て

は
、
常
ほ
フ
ラ
ン
ス
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
設
定
せ
る
二
の
グ
V

ヂ
ッ
ト
に
よ
っ
て
最
後
の
方
策
を
め
ヤ
ら
し

に
こ
と
は
耳
宵
ほ
新
し
き
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
に
よ
っ
て
資
本
主
義
吐
曾
の
持
槙
し
貨
幣
制
度
の
存
立
す

る
限
り
、
持
来
に
於
け
る
貨
幣
の
安
定
は
極
め
て
多
難
で
あ
る
と
共
に
、
以
上
謹
べ
た
る
意
味
に
於
け
る
ク
V

ヂ

ヴ
ト
へ
の
開
心
も
盆
ー
そ
の
度
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

回、
h

ソ
レ
ヂ
ヴ
ト
の
設
定
及
び
使
用

以
上
謹
べ
に
る
が
如
〈
、

こ
こ
に
請
は
ゆ
る
グ
V

ヂ
ッ
ト
と
は
、

一
園
が
自
国
貨
幣
の
保
護
又
は
安
定
の
目
的

貨
常
債
値
安
定
よ
り
晃
た
る
み
ノ
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

l¥ 

第

披

一
八
三

ペた安定政策の型五種申，第三，第四，第五に於いて特にi!il.調きれるものであ
る. 角低王後立昼食付機関及貸付f劇中中のクレヂツト設定形式ょの特性を論じた
る魁参照
尤も此の外にも矯替資金としては1iJrJ有償謹券及外債の費却等を行ワたの
であり.就申有償Z畳券が最も疲んに行ばれる，
Mitzakis: op. cit. (1931. No. I. P・255) 命ほ此の踏にヲいては S.D. )J.: 
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貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第一表
を
以
っ
て
、
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か
〈
の
却
き
資
金
は
、
特
定
の
目
的
を
有
す
る
短
期
資
金
た
る
限
り
に
於
い
て
.
主
(
の
設
定
及
び
使
用
に
就
い
て

も
.
営
然
一
一
般
長
期
賛
金
と
著
し
く
異
な
る
。
即
ち
こ
の
種
ク
レ
ヂ
ッ
ト
は
、

一
般
長
期
資
金
の
如
〈
長
期
資
本

市
場
に
於
い
て
普
通
、
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
宇
、
特
に
鴻
替
安
定
の
目
的
を
以
っ
て
短
期
金
融
市

場
に
於
い
て
、
専
ら
費
券
銀
行
及
び
圃
際
銀
行
業
者
に
封
し
て
設
定
さ
れ
る
。
ま
た
償
還
方
法
に
つ
い
て
も
長
期

及
び
中
期
的
借
入
金
は
契
約
に
よ
る
償
還
或
は
限
定
的
保
件
に
よ
る
買
艮
又
は
償
還
の
外
は
之
を
行
ひ
得
な
い
が
、

ク
レ
ヂ
ッ
ト
に
於
い
て
は
、

償
還
の
み
な
ら
や
後
行
及
び
期
限
前
償
還
も
亦
迅
速
簡
車
に
行
は
れ
る
。

か
く
の
如

一
般
外
岡
借
入
金
が
貨
幣
上
の
目
的
b
L
有
す
る

炉
畑
事
場
合
に
於
い
て

h
ヲ
〕
の
黙
に
於
い
叫
し
雨
者
は
峨
別
き
れ
る
つ

き
流
動
性
的
特
性
は
宵
に
こ
の
種
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
本
質
で
あ
る
。

以
下
順
究
か
く
の
如
き
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
金
額
及
び
期
間
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
を
誠
一
ベ
、

更
に
ク
レ
ヂ

最
後
に
グ
レ
ヂ
ッ
ト
の
利
用
機
関
は
如

ッ
ト
の
貸
付
機
関
及
び
葉
の
保
利
は
如
何
な
る
-
も
の
で
あ
る
か
を
論
じ
、

何
な
る
も
の
か
、
又
利
用
機
闘
は
如
何
に
し
て
葉
の
調
節
方
法
を
行
ふ
か
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
Q

ー

グ

V

ヂ
ッ
ト
の
金
額
及
び
期
間

山
山
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
金
額
，
|
|
原
則
的
に
謂
へ
ば
、
ク
レ
ヂ
ヴ
ト
の
金
額
は
、
商
品
、
持
務
及
び
費
本
の
正
常
的

移
動
に
劃
し
、
其
の
目
的
と
す
る
調
節
期
間
又
は
安
定
期
間
に
於
い
て
必
要
と
す
る
潟
替
責
買
理
想
額
に
路
宇
る

一
山
~
応
時
に
於
け
る
貨
幣
下
落
に
劃
し
て
は
、
震
替
の
投
機
的
取
引
量
が
あ
る
か
ら
、

の
み
な
ら
子
、
世
界
大
戦
後
は
列
圃
閣
の
見
え
ざ
る
又
は
不
正
常
な
る
責
金

も
の
で
あ
る
。
併
し
貫
際
、

此
の
金
額
の
議
想
は
困
難
で
あ
る
。

貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第

5虎
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31) 
32) 



貨
幣
償
値
安
定
よ
り
凡
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
で

第
三
十
四
巻

第
一
競

一
八
大

一
八
六

移
動
の
流
れ
著
る
し
く
、
此
等
の
理
由
よ
り
し
て
此
の
金
額
の
直
接
算
定
に
は
極
め
て
大
な
る
難
駄
が
あ
る
と
謂

ひ
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
此
の
金
額
は
唯
間
接
的
に
推
定
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

之
に
闘
し
て
先
づ
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
政
府
及
び
費
穿
銀
行
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
推
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
標
準

は
副
内
市
場
に
於
け
る
概
算
即
ち
取
引
所
又
は
銀
行
に
よ
る
概
算
取
引
額
で
め
り
、
究
に
は
畿
券
銀
行
と
闘
係
め

る
大
銀
行
に
よ
る
直
接
裁
定
又
は
鶏
替
プ
ロ

1
ヵ
ー
に
よ
る
概
算
取
引
額
で
あ
る
。
も
し
か
〈
の
却
益
C

鴬
替
貰
買

が
費
券
銀
行
じ
ょ
っ
吋
し
縄
市
さ
れ
、

H
つ
又
潟
替
取
引
明
細
表
の
如
き
も
の
が
作
成
3
れ
る
と
き
は
、
こ
の
場
合

じ
は
ク
レ
デ
ッ
ト
金
額
算
定
上
に
も
極
め
て
有
利
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

併
し
か
く
の
如
き
材
料
が
如
何
に
確
買
で
あ
っ
て
も
.
外
国
に
よ
る
投
機
に
封
し
て
は
、
到
底
之
を
明
瞭
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

其
の
材
料
に
は
外
国
銀
行
及
び
魚
替
プ
ロ

1
カ

1
開
係
資
料
あ
る
の
み
で
あ
る
。

費
券
銀
行
は
、
投
機
取
引
並
び
に
其
の
将
来
に
卦
し
、
素
よ
り
正
確
な
る
材
料
ぞ
掴
り
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

併
し
国
内
短
期
市
場
及
び
国
際
金
融
市
場
に
封
す
る
閥
係
よ
り
、

あ
る
程
度
此
の
間
の
賓
相
を
掴
む
こ
と
が
で
き

る
。
例
へ
ば
英
国
は
、

一
九
二
五
年
そ
の
貨
幣
安
定
に
際
し
、

モ

y
d刃
ン
商
舎
に
封
し
て
一
億
弗
、
-
?
?
ヨ

1
ク

聯
邦
準
備
銀
行
に
封
し
て
二
億
弗
の
グ
レ
デ
ッ
ト
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
は
此
の
種
の
推
定
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
金
額
は
、
其
の
後
永
〈
他
の
諸
国
に
於
い
て
設
定
さ
れ
た
ク
レ
ヂ
ッ
ト
令
一
額
決
定
の
標

今
こ
の
ク
V

ヂ
ッ
ト
に
闘
し
欧
洲
諸
国
で
設
定
さ
れ
た
も
の
う
一
々
に
つ
い
て
は
鯛

れ準
なと
いな
0:-:4 )っ
唯?こ
f井や
しう
此で
のあ
間る

あ
〈コ
て

満
替
危
機
救
携
の
た
め
設
定
さ
れ
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
金
額
を
支
配
す
る
も

l

'

J
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の
は
、
政
府
及
び
接
券
銀
行
が
、
費
券
銀
行
と
園
内
短
期
市
場
と
の
関
係
に
於
い
て
考
慮
す
る
判
断
で
あ
る
と
~
・

ふ
こ
と
で
あ
る
。

グ
V

ヂ
ッ
ト
の
期
間
|
|
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
金
額
は
以
上
の
如
〈
し
て
決
定
さ
れ
、

B
 

も
の
は
そ
れ
に
よ
っ
て
鴻
替
準
備
資
金
と
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
封
す
る
期
聞
は
、

か
く
し
て
設
定
さ
れ
た

一
般
的
に
は
外
国
銀
行

業
者
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
最
大
限
三
ゲ
月
乃
至
六
ヶ
月
で
あ
り
、
費
券
銀
行
に
よ
る
も
の
は
最
大
限
一
ヶ
午

で
あ
る
。

向
ぽ
之
に
開
係
し
グ
レ
ヂ
ッ
ト
協
定
に
於
い
て
常
一
要
な
る
も
の
は
、

克
故
に
閲
す
る
規
定
を
一
ヶ
月
乃
至
三
世

月
の
珠
告
を
以
っ
て
行
ふ
こ
と
で
め
る
。

こ
れ
グ
V

ヂ
ッ
ト
の
安
全
を
保
つ
た
め
に
保
留
さ
れ
七
位
目
す
ベ
き
僚

件
で
あ
る
。

毛

Y
ガ
ン
商
舎
が
y
-プ
ン
ス
銀
行
に
封
し
て
奥
へ
に
三
ヶ
月
期
間
一
億
弗
の
グ

一
九
二
四
年
三
月
、

V

ヂ
ッ
ト
を
ぱ
エ

P
オ
内
閣
が
前
内
閣
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
握
保
を
確
認
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
理
由
で
、
大
月

遂
に
更
改
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
七
の
は
そ
の
例
で
あ
ろ
。

な
ほ
ク
レ
ヂ
ッ
ト
は
其
の
最
初
に
於
け
る
設
定
期
間
に
於
い
て
使
用
さ
れ
?
に
す
む
こ
と
も
あ
る
。
之
に
民
し

克
に
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
追
加
を
要
求
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
勿
論
か
〈
の
如
き
グ
V

ヂ
ッ
ト
に
就
い
て
は
、
貸

付
闘
は
借
入
国
の
滞
替
状
態
炉
、
新
な
る
貸
付
を
要
求
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
傑
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

は
ま
た
同
時
に
、
そ
の
内
容
又
は
之
に
必
要
と
す
る
令
額
に
於
い
て
一
致
を
見
出
し
得
な
い
と
い
ふ
賠
よ
り
不
成

立
に
終
る
場
合
の
理
由
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

貨
幣
倶
値
安
定
よ

P
見
た
る
タ
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
一
裁

一
八
七

第
三
十
四
血
管

一
八
七

JVlitzal.ζ;5' Op. dt. (1931. No. 2. PPリ 501-503) 
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貨
鮮
債
値
安
定
土

P
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
血
管

一
凡
人

第
一
時
現

i¥. 
，~ 

か
〈
の
加
〈
、
貨
幣
安
定
又
は
そ
の
保
護
に
必
要
な
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
金
額
決
定
の
困
難
は
、

こ
の
グ
レ
ヂ
ッ
ト

の
使
用
又
は
運
用
期
間
の
不
安
定
を
件
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
理
的
に
も
技
術
的
に
も
グ
V

ヂ
ヴ
ト
の
設
定
を
極

め
て
不
安
定
な
る
肢
態
の
下
に
置
く
も
の
で
あ
る
。

2
、
貸
付
機
関
及
び
貸
付
傑
件

一
園
の
鴻
替
ク
V

ヂ
ッ
ト
に
つ
い
て
其
の
金
額
と
ぞ
の
期
間
と
が
如
何
に
し
て
決
定
き
れ
る
か
は
以
上
堪
ペ
に

る
如
く
で
あ
る
。
在
は
次
に
貸
付
機
関
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
更
に
貸
付
機
聞
は
如
何
な
る
保
件
の
下
に
其

の
貸
付
を
行
ふ
か
と
い
ふ
こ
と
を
問
題
と
す
る
。

先
づ
貸
付
機
関
か
ら
述
べ
る
と
、
そ
は
第
一
に
後
券
銀
行
で
あ
り
、
第
二
に
園
際
銀
行
業
者
で
あ
る
。
情
ほ
一

九
三

O
年
後
宇
期
後
に
は
、
国
際
決
済
銀
行
が
新
に
此
の
種
の
貸
付
に
奉
加
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

外
国
後
券
銀
行
1
1
1
一
九
一
四
年
前
に
於
い
て
貨
幣
安
定
に
活
動
せ
る
も
の
は
、
専
ら
稜
券
銀
行
で
あ
る

一
九
二

C
年
後
の
場
合
も
亦
、
後
券
銀
行
に
よ
っ
て
ゐ
る
場
合
が
極
め
て

c.. 

と (A)
は
巳

述
~ 

7二
女日

で
あ
る

が

注
目
さ
れ
る
。
多
く
の
園
に
よ
っ
て
費
ら
さ
れ
た
こ
の
貨
幣
安
定
上
の
援
助
は
、
こ
の
設
定
形
式
に
於
い
て
瓦
改

的
ク
レ
ヂ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
で
め
る
。

特
に
此
の
設
定
形
式
上
の
特
性
は
、
最
近
ぺ

Y
ギ

1
、
イ
タ
リ
ノ
ヤ
、
ポ

1
-
7

ン
ず
及
び

Y
1
マ
ユ
ヤ
に
封
し
て
奥
へ
ら
れ
た
援
助
に
よ
っ
て
、
極
め
て
啓
一
性
を
帯
び
る
に
至
っ
て
来
七
。
今

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
設
明
を
加
へ
る
と
究
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
、

ク
V

ヂ
ッ
ト
は
借
入
園
に
於
け
る
新
金
半
債
を
規
定
せ
る
法
律
の
施
行
期
日
よ
り
之
を
認
め
る
。
か
〈

Otlet， P.・LaB.nque internationale， 1929. Bmxelles pp. 154 156; Mendes 
Fra.nce， R.・LaBanque internationale， Paris， 1931. PP 162-178. 
Mitzakis: op. cit. (1931. No. 2. pp. 5叫-5(9)
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の
如
き
停
止
的
解
除
的
保
件
は
、
自
ら
各
種
の
盤
強
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
鮭
梼
的
金
融
的
改
造
の

安
定
に
閲
す
る
法
律
規
定
が
グ
V

ヂ
ッ
ト
の
設
定
及
び
費
券
銀
行
の
定
款
の
改
正
を
鷲
ら

一
般
的
計
劃
の
如
何
、

す
が
却
さ
と
き
に
於
い
て
頴
著
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
政
策
的
見
地
か
ら
之
を
見
る
と
、
費
穿
銀
行
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
に
か
〈
の
加
さ
ク
V

ヂ
ッ
ト
は
、
貨
幣
安
定
を
準
備
す
る
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
貨
幣
安
定
セ

な
す
に
あ
た
っ
て
考
へ
ら
れ
る
整
理
と
開
係
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
、
貨
幣
的
困
難
に
陥
っ
て

ゐ
る
闘
が
、
外
刷
費
券
銀
行
よ
り
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
は
同
時
に
其
の
圃
の
封
内
的
合
法
的
努
力
を
前
提
と
す

る
か
ら
で
あ
お
。
乙
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
型
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
は
、
従
来
行
は
れ
て
ゐ
た
一
時
的
貸
付
の
加

き
も
の

k
全
然
相
違
し
て
ゐ
る
こ
と
ド
明
か
で
あ
る
。

第
二
、
貸
手
登
券
銀
行
と
借
手
後
券
銀
行
と
の
聞
に
成
立
す
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
設
定
方
法
は
二
種
あ
る
、

形
に
よ
る
保
護
貸
付
で
あ
り
、
二
は
手
形
買
入
に
よ
る
貸
付
で
あ
る
。

一
は
子

第一ニ、

ク
ν
ヂ
ッ
ト
設
定
に
よ
る
貸
付
岡
の
利
盆
印
ち
設
定
に
関
す
る
手
数
料
及
び
金
利
又
は
割
引
料
は
衣
の

加

t
で
あ
る
。

設
定
手
数
料
は
ク
V

ヂ
ッ
ト
引
受
名
目
高
の

0
・
五
〆

1
セ
シ
ト
で
あ
る
。
そ
は
協
定
の
貫
施
さ
れ
る
と
き
に
於

い
て
、
強
め
引
受
者
に
支
梯
は
れ
る
。
更
改
が
行
は
れ
る
場
合
に
於
い
て
は
ま
に
別
に
計
算
さ
れ
支
梯
は
れ
る
。

金
利
並
び
に
割
引
料
は
グ
V

ヂ
ヴ
ト
の
使
用
と
関
係
す
る
。

一
般
に
手
形
保
詫
貸
付
又
は
手
形
買
入
貸
付
に
於

い
て
は
年
六
分
で
あ
る
。

貸
借
市
償
値
安
定
よ

P
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
説
い
て

i¥. 
九

第
三
十
四
巻

第
一
哉

一
八
九

ト

此白星』前週三.貨幣安定手捜としてむグレヂツト白地位中 F 安定政策の種蟻を
遁〈たる諸勤並びに三. タνヂツトの7君主義中最返り安定タ νヂアト白特性を
謹べたる動参照
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(B) 

貨
幣
債
値
安
定
よ
甲
田
泊
た
る
h
y

レ
ヂ
ヴ
ト
に
就
い
て

圃
際
銀
行
業
私
|
|
英
米
に
於
い
て
は
ク
レ
ヂ
ッ
ト
設
定
及
び
謹
券
義
行
に
闘
し
約
三

O
の
銀
行
業
者
が

第
三
十
四
血
管

第
一
髭

一九
O

一九
O

め
る
。
彼
等
の
あ
る
も
の
は
戦
前
よ
り
己
に
有
力
に
国
際
金
融
市
場
に
関
係
し
て
ゐ
に
。

ア
メ

y
カ
合
衆
国
に
於

い
て
は
}
句
・
冨
O『問何回口
(
U
q

・・同
=rzHkcmゲ
w

民
和
「
ユ
印
町
C
『寸町田
w

ロ
E
c
-
-
m目白色、円白白

目白一
mm一口印
O

ロ・回一白『

m
w
h
o
-

自
主
2

F品
。
身
"

E
m
p
其
他
〉
2
z
m
d
J
E
-
H
u
r
e
a
z
E
O
D
E
-
】
凶
山
口

]
r
C
5
5
]門
町
内
吋
円

5
7
Z伊丹
]
0
5
-
c
q

HWE戸}
内

の
如
き
大
金
融
機
関
が
敷
へ
ら
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
は

4

、
!
?
ア
d

〉

f

ニ
L

也
、
伊
内

p
c
E
U
E
h
h
w
t
E
C
 J
F

h
司

4

4

・

=」回目
p
k砂
口
己

吋
i
M
d

一〉
A
T

プ
G
t
コ

t
h
c
t
F
E
W
 
lfコ
cl 
・ー-
b・4_. 
~) 
C) 
cl.. 
(1) -， 

↓F
H
3
t
2
3
3

「
川
園
田
b
3
h
u
-
M

国

M
P
2
t
H
3
2

ヒド

c
-
m
2
=
c
h
r
z
p
E甲

t
r
p
:
=抗

MWErが
敷
ヘ
ら
れ
、
y
-
プ
ン
ス
及
び
ペ

Y

ギ
1
に
於
い
て
は
若
干
の
大
銀
行
の
外
仁
片
C
C
Z
E
E
-
H
L
E己
O
R
E
-
u

が
教
へ
ら
れ
る
。

向
ほ
オ
ラ
ン
ダ
の

E
C℃
P
H
v
m
R
S
F
呂町ロ(一
n
u
c
-
5
・

印
円
-
H

老町一
Nm
ユ閉門
}
H

巾
国
脚
ロ
r〈
21
町一口

ス
イ
ス
貸
付

ス
イ
ス
の

銀
行
ス
カ
ン
ヂ
ナ
グ
ィ
ヤ
に
於
け
る

F
・2
m
2・
等
は
著
聞
せ
る
も
の
で
あ
る
。

此
等
の
国
際
銀
行
業
者
は
、
如
何
な
る
方
法
又
如
何
な
る
形
式
に
よ
り
、
外
圃
に
封
す
る
貨
幣
的
援
助
を
行
つ

て
ゐ
る
か
p
今
此
等
の
一
々
に
つ
い
て
説
明
を
加
へ
る
骨
格
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
中
に
つ
い
て
最
大
な
る
-
一
ユ

1
ヨ
l
ク
の
扶
態
を
誠
一
べ
る
こ
と
と
す
る
。

=
ク
・
ヨ

1
ク
に
於
け
る
銀
行
業
者
が
、

己
に
越
ぺ
た
や
う
な
ク
レ
ヂ
ッ
ト
に
塞
加
し
始
め
た
こ
と
は
、
比
較

的
新
し
い
。

僅
か
に
世
界
大
戦
に
際
し
各
国
費
券
銀
行
が
、

国
際
協
同
政
策
に
よ
っ
て
ユ
ク
・
ヨ
ー
ク
市
場
を
利

用
す
る
に
至
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
め
る
。
此
等
銀
行
業
者
中
の
多
〈
の
も
の
の
投
資
す
石
資
金
の
性
質
は
、
ぞ

Mitzakis; op. cit. (I93[ No. 2 pp・5[7521.) 40) 



の
手
持
賛
金
又
は
預
金
で
あ
っ
て
、
前
者
援
券
銀
行
の
場
合
の
如
き
と
は
自
ら
異
な
る
。
多
〈
の
場
合
、
引
受
ジ

シ
ヂ
ケ

1
ト
を
組
織
し
、

引
受
額
を
そ
の
組
成
員
に
分
配
す
る
が
、

ぞ
は
所
謂
後
行
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
と
は
異
な

る
。
し
か
も
引
受
者
炉
、
そ
の
支
配
的
勢
力
を
利
用
す
る
上
に
於
い
て
、
業
の
力
は
脅
券
銀
行
以
上
で
め
る
。
こ

れ
金
〈
そ
の
金
融
上
に
於
け
る
勢
力
、
経
替
の
卓
越
せ
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
就
中
毛
y

d

N

ン
商
舎
の
如
き
は

其
の
尤
な
る
・
も
の
で
あ
る
と
謂
は
れ
る
。

克
に
補
充
的
の
意
味
に
於
い
て

借
入
国
は
償
還
に
開
し
期
限
と
借
入
貨
幣
と
に
闘
す
る
一
般
的
負
携
の
外
に
、

指
保
を
提
供
す
る
。

こ
の
権
保
に
は
、
或
は
外
債
又
は
大
燕
省
詩
券
克
に
は
ま
忙
殺
券
銀
行
の
金
準
備
を
さ
へ
用

今
司
y
d
N

ン
商
舎
に
よ
る
六
大
グ
V

一
ナ
ッ
ト
に
つ
い
て
之
佐
示
す
と
左
表
の
加
〈
で
あ
る
。

ひ
る
。ーイ -~ ーイ ーーフ

受史九 9 九ル 九ギ 九ラ
二 p 二ギ 三' 二二 y
七ヤ プ主 1 五月 四z

と
年ー十に 年に 年に 年に ク

万撃 三重苦 四割 三重せ レ
月ナ 月す 月ナ ヲ2

二二る 十る 二る 十る
ツ

十一

日億弗

十一

町Rト 11 1 ニ 億
九日億弗 日億弗

日弗

券弗 ー-へs 券弗 嘗備主

権|
r.: 十 Jレ t亡 及と
よ プ言ギ よ v'し
る .1， 1 る

付貸てフイ 1大 イ
F 

のセント滅詮券省

ギ "'11ラ
H リ 子 ν
-¥' ス P亡ス

蔵大 大蔵 封銀
徐 ナ行 保

省 分 省
抵る金準

詮 詮

侍にー の間二 ナょ主三一
数婆f年 年 倍数封に年、 るケ 期
づし三

、
延月

ムて十 特 づし三 刻、 問
五日 .811 ふて十 'tt:毎 と
0乃 t.r. 五日 し三

使
高至 る

叉百寓弗乃至六ト

ケ

弗又六十
延

月新更特殊

用
期 形

は日 't .. 
式其期 し は日

の問 そ期

貨
幣
債
値
安
た
定
よ
り
見
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

九

か
〈
の
如
き
要
求

は
、
債
権
の
性
質
か

ら
謂
へ
ば
正
官
と
謂

へ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
理
論
的
に
謂
へ

ば
問
題
と
な
る
も
の

で
あ
り
.
同
時
に
ま

た
そ
れ

rけ
政
括
的
に
4

第
一
披

九
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貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
谷

7L 

第

競

カA

る
。
従
っ
て
ク
レ
ヂ

利
用
さ
れ
る
こ
を
の

玉ーはて-
0年| 一年l
高川 O 、
弗三| 寓三
叉十 1 弗十
は日 l又日
そ期 lはの
の間|其期
侍に! の間
数封|倍に
づす|毅濁
ふる|づし

↑

z
.へ
イ
ン
銀
行
指
園
小
切
手

一
(
金
準
備
を
世
間
保
と
す
る
)

一
一
九
二
四
年
六
分
五
贋
付
及
び

一
一
九
O
五
年
四
分
利
付
日
木
公

一
崎

ス
.
ヘ
イ

y
に
射
す
る
二
千
寓
弗

一
九
二
九
年
八
月
一
日

可
能
が
考
へ
ら
れ

日
本
に
封
す
る
千
五
官
官
同
弗

一
九
二
九
年
十
一
月
十
九
日

多
〈
の
興
味
あ
る
歴
史
的
事
買
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と

ヴ
ト
の
設
定
並
び
に
使
用
に
闘
し
で
は
此
の
勤
に
於
い
て
、

も
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
J

の
る
。
し
か
し
ん
ー
は
こ
の
酷
に
鯛
れ
な
い
。

ク

ν
ヂ
ッ
ト
金
額
に
し
て
、

立
(
の
他
の
岡
際
銀
行
業
者
に
よ
っ
寸
取
扱
は
れ
る
。
L
U
L
L品

r
、ノ

-
H
P
畠

T
U

ト
質
工

3
pら
つ
ま
、

/
u
Z乍
寸

J

，

rL'o

場
合
に
は
一
般
商
業
恥
引
形
式
に
よ
っ
た
ち
の
も
あ
る
。

そ
の
借
手
同
の
事
情
に
よ
っ
て
著
し
い
差
別
が
附
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

勿
論
か
く
の
如
き
ク
V

ヂ
ツ
ト
は
、

其
の
金
利
も
(
手
数
料
を
合
ん
で
)
六
分
以
上
屡
1
八
分
又
は
九
分
に
さ
へ
達
す
る
。

近
来
園
際
決
済
銀
行
に
よ
る
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
設
定
は
、
u

次
第
に
重
要
性
を
帯
び
来
り
つ
つ
あ
針
。
特

最
後
に
、

に
そ
の
圃
際
的
位
置
と
そ
の
成
立
の
歴
史
と
は
、
今
後
と
も
欧
羅
巴
決
済
銀
行
と
し
て
盆
ー
そ
の
地
位
を
高
め
る

も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
之
に
つ
い
で
は
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
。

ク

ν
ヂ
ッ
ト
の
使
用
者
及
び
そ
の
調
節
方
法

q ..， 
、

貨
幣
債
値
安
定
に
閲
す
る
ク
V

ヂ
ッ
ト
は
、
封
外
的
に
は
震
替
の
安
定
、

調
内
的
に
は
物
債
安
定
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
後
に
は
後
券
銀
行
に
よ
っ
て
使
河
さ
れ
る
も
の
で
め
る
と
謂
ひ
得
ら
れ
る
。
こ
の
意

味
に
於
い
て
、
費
穿
銀
行
以
外
の
政
府
ま
た
は
普
通
銀
行
に
よ
る
調
節
は
、
如
何
に
機
舎
に
投
じ
有
利
で
あ
っ
て

P. La Bangl1e intcr-Mendes・France，P.: La Banque Internationa.le; Otlet， 
nationale， etc. 
Mitzakis: r，p. cit. (1931. No. 2. P・521.)
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も

一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

一
般
に
調
節
方
法
は
、

一
九
二

O
年
後
に
於
い
て
は
、
発
券
銀
行
の
支
配
す
る
貨
幣
手
段
を
中
心
と
す
る
が
'
如

t
費
麗
し
て
来
て
ゐ
る
。
か
く
の
却
き
調
節
方
法
の
統
一
へ
の
準
出
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
的
無
政
府
版
態
を

脱
出
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
は
ま
た
ゑ
替
の
安
定
も
二
に
こ
の
統
制
方
法
に
基
づ
〈
も
の
と
な
る
。

併
し
こ
れ
と
共
に
重
要
で
あ
り
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
左
は
、
震
替
業
務
の
分
化
で
あ
る
。

こ
の
分
化
に
つ
い
て
色
、
二
つ
の
方
面
が
考
へ
ら
れ
た
。
第
一
は
比
の
役
割
を
ば
、
同
際
金
融
市
場
と
開
係
あ

る
普
通
銀
行
中
の
有
力
な
る
・
も
の
に
委
託
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
り
、
第
二
は
費
雰
銀
行
の
統
制
下
に
あ
る
機
関

ゼ
以
つ
て
は
接
之
な
行
は
じ
め
ん
と
す
る
方
法
?
あ
る
。
此
の
場
合
乙
於
い
て
前
者
虫
、
設
穿
銀
行
の
有
す
る
統
制

力
を
十
分
に
後
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
臨
時
短
期
間
に
亘
り
潟
替
を
調
節
す
る
が
如
き
場
合
に
於
い

て
は
と
も
か
く
、
纏
績
的
に
長
期
間
に
一
日
一
り
調
節
ぜ
ん
と
す
る
が
如
き
場
合
に
於
い
て
は
、
務
券
銀
行
は
特
に
細

部
に
百
一
っ
て
其
の
統
制
を
微
底
的
に
行
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
。
就
中
二
三
普
通
銀
行
に
封
し
て
此
の
業
務
を
分
捜

せ
し
め
る
が
如
き
場
合
は
、
其
聞
に
於
い
で
相
瓦
の
調
節
政
策
上
に
翻
齢
を
来
し
、
還
に
は
調
節
上
快
〈
べ
か
ら

ま
る
統
一
を
も
破
る
に
至
る
虞
れ
が
あ
る
。
之
に
反
し
後
の
場
合
即
ち
、
費
雰
銀
行
「
い
よ
る
と
き
に
は
、
金
融
市

場
に
封
す
る
取
引
に
習
熟
し
て
ゐ
る
限
ち
、
前
者
と
異
な
り
、
貨
幣
債
依
安
定
に
閲
す
る
全
面
的
理
解
を
徹
底
せ

し
め
得
る
と
い
ふ
貼
か
ら
、
克
〈
所
期
の
目
的
を
蓮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

要
す
る
に
統
一
・
と
分
化
、
こ
の
二
つ
は
、
グ
V

ヂ
ヴ
ト
使
用
上
に
於
け
る
根
本
的
原
別
で
あ
り
、

こ
れ
な
き
と

貨
幣
債
柑
旧
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
陀
就
い
て

第
三
十
四
巻

九

第

苦虫

九



貨
解
侠
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
一
披

一
九
凹

第
三
十
四
巻

一
九
四

こ
ろ
、
鴻
替
調
節
の
殆
ん

E
其
の
終
L

り
を
完
う
し
得
司
ざ
る
こ
と
、
ま
士
極
め
て
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る。

左
の
諸
勤
が
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

同
調
節
相
場
の
選
樺
等
こ
れ
で
あ

るな
0441い克

gp ク
ち V
(a) チ。
調?

需品
場用
及活
ぴ替
調時
節団
貨方
幣怯
のの
選具
捧龍
、的

(b)主
調円

霊前
術ど

竺止
コ器 ‘ 
捧

川
問
調
節
市
場
品
川
ぴ
に
調
節
貨
幣
の
選
搾

i
|矯
替
は
周
知
の
加
〈
鴻
替
市
場
を
通
じ
て
圧
に
相
関
係
し
て
ゐ
る

〉
、

み
U
F
f
ι

調
節
に
闘
し
ー
は
首
じ
耳
の
市
場
並
び
仁
貨
幣
に
到
し
て
性
志
し
な
け
れ
ば
ど
ら
な
い
。
例
ヘ
ぱ
最
屯
イ

ギ

9
ス
の
金
本
位
制
度
停
止
前
に
於
い
て
は
、
世
界
の
嬬
替
市
場
は
、
弗
並
び
に
之
を
中
心
と
せ
る
若
干
の
ヨ

1
E

v.ρ

魚
替
市
場
よ
り
成
る
集
固
と
、
時
設
び
に
之
を
中
心
と
せ
る
若
干
の
ヨ

1
甘
て
ρ
活
替
市
場
よ
り
成
る
集
聞

と
は
互
に
併
立
し
て
ゐ
た
。
従
来
調
節
に
営
b
、
此
等
の
中
何
れ
に
、
又
雨
者
に
よ
る
と
き
は
如
何
な
る
程
度
仁

其
の
援
助
を
期
待
す
べ
き
か
は
最
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
七
。

制
調
節
技
術
の
方
法
|
|
一
般
に
鶏
替
調
節
に
開
す
る
技
術
は
貨
幣
憤
値
の
一
部

rけ
の
又
は
奮
平
償
ま
で
の

引
上
を
考
へ
て
ゐ
る
。
此
の
黙
に
闘
し
二
つ
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
。
第
一
は
一
時
的
に
防
禦
的
に
行
は
れ
る
調

節
で
あ
り
、
第
二
は
蓮
績
的
に
安
定
を
主
と
し
て
行
は
れ
る
調
節
で
め
る
。
第
一
の
方
法
は
鴻
替
の
下
落
著
し
き

場
合
、
或
は
後
券
銀
行
が
そ
の
手
持
外
国
濡
替
を
貰
る
こ
と
に
よ
り
、
或
は
設
定
せ
る
グ
レ
ヂ
ァ
ト
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
著
し
い
相
場
の
下
落
を
一
時
的
に
防
禦
す
る
の
方
怯
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
調
節
仁
闘
す
る
議
定

Mitzal、is:op. cit. (1931. No・2.pp・524-528)44) 



相
場
の
見
透
し
な
き
と
き
は
、
最
も
デ

y
ヶ
1
ト
な
影
響
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
営
該
闘
の
財
政
的
経
済
的
不
安

が
大
な
る
と
き
に
於
い
て
は
特
に
使
用
さ
れ
る
方
法
で
ゐ
る
。
だ
が
金
魚
替
に
も
、

グ
V

ヂ
ッ
ト
に
も
限
、
り
が
あ

る
か
ら
、
時
と
し
て
は
其
の
全
部
を
使
用
し
つ
く
し
て
な
ほ
充
分
の
効
果
を
あ
げ
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。

第
二
の
調
節
は
、
急
-
ア
ン
ポ
に
牌
来
さ
れ
た
心
理
的
に
有
利
な
機
舎
を
捕
へ
、
取
引
所
、
銀
行
、
其
他
諸
般
の

国
際
市
場
等
の
資
料
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
調
査
の
結
果
を
利
用
し
、

多
額
の
グ
V

ヂ
ッ
ト
を
使
用
し
て
行
は
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
く
引
上
に
際
し
蓮
頑
的
に
安
定
を
主
と
す
る
調
節
方
法
は
、
第
一
の
方
法
に
比
し

有
効
で
あ
る
。

一
度
か
く
の
却
さ
引
上
作
用
が
行
は
れ
る
と
、
其
の
影
響
は
庚
〈
波
及
し
、
一
習
に
最
初
に
失
っ
た

活
替
準
備
を
快
復
す
る
ば
か
り
で
な
〈
、

瓦
に
有
利
な
一
の
相
場
合
も
現
出
せ
し
め
る
に
一
説
る
も
の
で
め
る
。

的
調
簡
相
場
の
選
捧
|
|
遁
嘗
な
る
調
節
相
場
は
、
経
験
的
に
現
は
れ
来
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
注
意

一
度
こ
の
相
場
が
従
来
の
低
落
相
場
に
封
し
て
高
〈
現
は
れ
る
と
き
は
、
期
〈
の
却
き
勢

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

は
こ
れ
ま
で
海
外
に
逃
避
し
て
ゐ
た
資
本
の
闘
内
師
還
を
生
ぜ
し
め
、
こ
こ
に
調
節
相
場
の
選
搾
な
る
問
題
を
生

ぜ
し
め
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

か
〈
し
て
選
捧
さ
れ
た
謂
は
ゆ
る
釘
付
相
場
な
る
も
の
は
、
経
済
的
均
衡
の
基
準
に
於
い
て
決
定
ぜ
ら
れ
、
大

瞳
、
政
府
と
後
券
銀
行
と
の
聞
の
一
致
に
於
い
て
選
持
さ
れ
た
相
場
で
あ
る
が
、
調
節
機
関
に
と
っ
て
は
其
の
釘

付
期
聞
を
幾
何
に
す
べ
き
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

由
是
観
之
、

ク

V

ヂ
ッ
ト
に
よ
る
鴬
替
調
節
の
賓
際
に
於
い
て
扶
〈
べ
か
ら
ぎ
る
原
則
は
、
統
一
と
分
化
と
の

貨
幣
慣
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

一
九
五

第

披

::IL 
:E.. 



貨
幣
償
値
安
定
よ

P
凡
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
沈
い
て

第
三
十
四
巻

一
九
六

第

務

一
九
六

外
に
注
目
す
べ
き
一
般
原
則
な
〈
、
他
は
む
し
ろ
経
験
的
師
納
的
ド
求
め
ら
れ
る
若
干
の
指
針
た
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
今
そ
の
主
な
る
も
の
を
あ

σれ
ぽ
究
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

一
、
ク
V

ヂ
ッ
ト
は
、

震
替
取
引
に
ま
で
分
化
せ
る
専
門
家
の
統
制
す
る
後
券
銀
行
に
よ
っ
て
の
み
使
用
せ
ら

る
べ
き
こ
と
。

一一、

一
の
下
落
貨
幣
の
た
め
ク
レ
ヂ
ッ
ト
に
よ
っ
て
行
は
れ
得
る
調
節
は
、

一
又
二
の
最
も
優
勢
な
る
国
際
潟

替
J三市
、場
;~こ

1/封
;1-'し
ヴて
ト行
じり . lま;
)~ Iれ
主主る
l主こ
、と

ン
里
命
力
団
民
'
に
よ
3
苦
こ
h
z

日
り
に
王
一
且
凡
一
基
よ

3
1
リ
二

t
〉
ど
っ

25L-方
主

川王一，
r
t
Z
/
Jノ
コ

7
〆

R
u
v
I
4
E

一
ノ
主
E
卒、3
ょ
2
7
2
刊
刻
一

ι‘
l
c
/
t
f
ν
J
r
i、
コ
手
対
日
珂

を
獲
得
し
得
る
こ
と
。

四
、
己
に
使
用
せ
る
グ
V

ヂ
ッ
ト
を
自
然
に
取
戻
す
た
め
に
は
下
落
せ
る
貨
幣
債
値
を
引
上
げ
て
安
定
せ
し
め

る
こ
と
が
必
要
な
る
こ
と
。

五
、
事
質
上
に
於
け
る
最
善
な
る
安
定
期
聞
は
、
極
め
て
短
期
間
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
法
定
に
よ
る
潟

替
宰
は
、
必
十
し
も
そ
の
最
高
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。

五
、
結

言

以
上
こ
れ
を
要
す
る
に
、
戦
後
新
金
本
位
制
度
の
成
立
に
至
る
ま
で
、

ク
レ
デ
ヴ
ト
な
る
も
の
が
如
何
に
貨
幣

慣
値
の
安
定
に
重
要
な
る
契
機
を
な
せ
る
も
の
で
あ
る
か
又
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
重
要
性
は
事
買
上
如
何
に
今
日
の
金

Mitzakis: op. cit (1931. No. 2. P. 52~り45) 



本
位
制
度
そ
の
も
の
に
結
合
し
て
ゐ
る
か
を
迅
べ
に
。

今
日
我
々
は
、
英
国
の
金
本
位
制
度
の
停
止
後
、
多
く
の
国
々
が
こ
れ
に
追
随
し
て
金
本
位
制
度
を
停
止
し
ま

に
停
止
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
。
事
責
我
が
闘
も
亦
こ
の
間
に
立
っ
て
大
き
な
動
揺
に
直
面
し
て
ゐ
に
が
、

還
に
金
本
位
制
度
復
蹄
後
一
年
に
至
ら
守
し
て
金
轍
出
を
再
禁
止
す
る
に
至
っ
た
。
(
昭
和
六
年
十
二
月
十
三
日
)

許可

如
何
様
に
こ
の
事
情
が
落
付
か
う
と
、
私
の
見
る
限
り
に
於
い
て
は
、

A
寸
後
現
状
の
維
持
に
於
い
て
も
、
は
た

ま
た
蓄
態
へ
の
回
復
に
於
い
て
も
、

貨
幣
安
定
に
闘
す
る
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
地
位
は
、
貨
幣
な
き
枇
舎
の
出
現
せ
ゴ

る
限
り
u

盆
E
そ
の
重
要
度
を
高
め
、
そ
の
役
割
は
盆
E
控
目
さ
れ
る
仁
王
る
で
あ
ら
う
。

殊
に
最
近
に
於
け
る
金
融
上
の
特
殊
現
象
は
、
著
し
き
信
用
の
附
害
と
共
に
.
金
ド
ド
劃
す
る
盲
目
的
な
執
着
を

示
し
て
き
た
。
従
来
は
多
額
の
金
を
有
す
る
ア
メ
η
ノ
カ
合
衆
国
に
劃
し
て
多
額
の
金
魚
替
を
有
す
る
プ
フ
シ
ス
が

注
目
さ
れ
、
こ
の
フ
フ
ン
ス
金
鴻
替
の
落
付
先
が
世
界
金
融
上
の
一
の
重
要
な
問
題
左
な
り
つ
冶
あ
っ
た
が
、

A
1

や
ア
ラ
シ
ス
の
金
獲
得
運
動
が
一
躍
の
終
り
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
二
回
は
世
界
の
金
在
高
の
四
分
の
三

を
謹
断
す
る
に
至
り
、
世
界
は
金
を
有
す
る
米
悌
と
有
せ
ま
る
某
の
他
諸
国
と
の
劃
立
を
生
h
u

に
至
っ
た
。
こ
の

間
に
あ
っ
て
金
本
位
制
度
の
維
持
さ
れ
る
限
り
、
ま
た
車
な
る
法
律
に
よ
る
矯
替
統
制
の
賀
行
が
不
可
能
な
る
限

り
、
院
に
金
本
位
制
度
念
停
止
せ
る
闘
は
勿
論
.
な
ほ
か
く
の
如
き
事
費
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
闘
が
、

そ
の
貨
幣
安
定
の
指
導
的
手
段
と
し
て
ク
V

ヂ
ッ
ト
の
設
定
及
び
使
用
に
封
し
、
近
き
持
来
に
於
い
て
盆
E
閥
心

と
研
究
と
が
加
へ
ら
れ
る
に
至
る
べ
き
こ
と
は
誠
に
営
然
の
こ
と
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

貨
幣
債
値
安
定
よ
り
見
た
る
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
就
い
て

第
三
十
四
巻

::h. 
七

第

罰古

.7u 
七

書JI稀i 突悌をめヤる金白論争(経悼と握Ef芹第z巻第6披. pp・ 13-23);ー:金
問題と園際聯盟(経瞥と経務第2巻第51..枕 pp.9-19)参照
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